
君津市シリーズ 千葉の地域紹介

人と自然が共生する
魅力溢れるまち・君津

君津市 企画政策部 政策推進課

・人　口：83,885人
（令和元年12月末日現在）
・面　積：318.81㎢
・市の木：キャラ
・市の花：ミツバツツジ

ドローンで撮影した春夏秋冬の君津の魅力がギュッと詰まったプロモードローンで撮影した春夏秋冬の君津の魅力がギュッと詰まったプロモー
ション動画を配信しています。　リンク：https://youtu.be/ycuaLvY6aLIション動画を配信しています。　リンク：https://youtu.be/ycuaLvY6aLI

清水渓流広場（濃溝の滝・亀岩の洞窟）で見られる絶景（君津市笹1954）。ハート形に清水渓流広場（濃溝の滝・亀岩の洞窟）で見られる絶景（君津市笹1954）。ハート形に
輝く絶景が望めるのは、３月と９月の彼岸時期の早朝６時30分から７時30分。輝く絶景が望めるのは、３月と９月の彼岸時期の早朝６時30分から７時30分。
※日の出の時間帯により前後します。シーズン中は大変混雑する場合があります。※日の出の時間帯により前後します。シーズン中は大変混雑する場合があります。

か見ることができない景観で、洞窟に差し込んだ

朝日が絶妙な角度で水面に反射し、神秘的なハー

房総半島のほぼ中央部に位置

する君津市は、県内で２番目に

大きな面積を有しています。東

京湾に面する北西部には、世界

に誇る製鉄所が操業し、ＪＲ君

津駅を中心に自然と共生した住

宅街が建ち並んでいます。南東

へと延びる内陸部には、房総丘

陵の大自然が広がっており、都

心ではなかなか体験することの

できない絶景を望むことができ

ます。

また、高速バスやＪＲの在来

線などの公共交通網が整ってお

り、東京湾アクアラインを使う

と都心から約60分程度で訪れる

ことができる良好なアクセスも

君津市の魅力です。

■大自然が織りなす
　絶景が望めるまち
ハート形に輝く神秘的な絶景

清水渓流広場（濃溝の滝・亀

岩の洞窟）は、SNSに投稿され

た１枚の写真から話題となり、

国内外から多くの観光客が訪れ

ている君津市を代表する景勝地の一つです。

その絶景は、３月と９月の彼岸時期の早朝にし
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ト形を作り出します。思わず息を呑むような自然

の神秘は、江戸時代の頃から行われてきた川廻し

と呼ばれる水田を増やすための工事によって生ま

れたもので、自然と人が共生してきたことを今に

伝える土木遺産でもあります。

初夏には、無数のホタルが幻想的に舞い、秋に

は本州で最も遅くまで楽しめるといわれる紅葉が

美しく色づくなど、季節によってさまざまな顔を

見せる清水渓流広場。場内には、木道も整備され

自噴井戸。良質な水の豊富な君津市では各所に見られる。自噴井戸。良質な水の豊富な君津市では各所に見られる。

九十九谷展望公園（君津市鹿野山119-1）からの雲海の眺め。雲海は、秋から冬にかけ九十九谷展望公園（君津市鹿野山119-1）からの雲海の眺め。雲海は、秋から冬にかけ
ての冷え込んだ風のない早朝で、前日に雨が降るなど湿度が高い日に発生しやすい。ての冷え込んだ風のない早朝で、前日に雨が降るなど湿度が高い日に発生しやすい。

ているため、どなたでも気軽に

森林浴や散策を楽しむことがで

きます。

雲海が作り出す水墨画の世界

県内で２番目に高い山、鹿野

山の山頂にある九十九谷展望公

園からは、房総丘陵が幾重にも

連なる山並みの風景を眼下に一

望することができます。これら

山谷の織り成す景観は、総称し

て九十九谷と呼ばれており、近

代日本の詩人、大町桂月から「天

下の奇観」と激賞されています。

また、昭和を代表する日本画

家の一人、東山魁夷の出世作と

言われる「残照」のモチーフに

もなっており、県内の特色ある

景観を選定した「ちば眺望100

景」にも登録されています。

気象条件が整った夜明け間際

には、山々の陰から朝霧が浮か

び上がる雲海を望むことができ、

幻想的な白と黒の対比は、水墨

画の世界のようだと例えられて

います。

■豊かな水資源に支えられる暮らし
自然の恵みがたっぷり詰まった「地酒」

豊かな地下水に恵まれ、山裾からの湧水や自噴

井戸を各所で見ることができる君津市。中でも城

下町として栄え、名水の里と呼ばれる久留里地区

の「生きた水・久留里」は、平成20年６月に、千

葉県下で唯一、平成の名水百選に選ばれています。

無料で一般開放されている井戸には、連日、市内
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外から多くの方々が水汲みに訪

れます。

また、君津市は、豊富で良質

な水を活かした酒造りが盛んで、

市内には東京国税局管内（千葉

県、東京都、神奈川県、山梨県）

で最多の６蔵の酒蔵があります。

各蔵自慢の地酒の中から自分好

みの１杯を探すことのできる酒

処、君津。平成26年10月１日に

は、「きみつの地酒で乾杯を推

豊富な湧き水を使って栽培されている花「水生カラー」豊富な湧き水を使って栽培されている花「水生カラー」

君津市発祥の井戸掘り技術「上総掘り」君津市発祥の井戸掘り技術「上総掘り」進する条例」を施行し、市をあ

げて地酒による乾杯を推進して

います。

暮らしを支える先人たちの

知恵「上総掘り」

暮らしに欠かせない水と人々

の生活をつなげたのは、君津市

発祥の井戸掘り技術「上総掘り」

です。江戸時代後期に原形がで

き、改良されながら明治時代中

期に現在のような形に整いまし

た。その後、上総の職人たちが

日本各地へと出向き、その技術

を広めたことから「上総掘り」と呼ばれています。

人力と身近な道具で掘り進めることができるため、

現在も水不足の問題を抱える発展途上国などでそ

の技術が継承されています。

大切な人へのプレゼントに 「水生カラー」

温暖な気候と豊かな水、肥沃な土壌などの自然

環境に恵まれ、大消費地の首都圏と隣接している

君津市では、米、野菜、畜産物、花卉など、多種

多様な品目が生産されています。

中でも豊富な湧き水を使って栽培されている花

「水生カラー」は、品質に優れ、君津市が日本一

の生産量を誇る特産品です。清楚な佇まいからウ

エディングブーケなどのブライダル用としても広

く利用されています。
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